
九
五

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
七
年
度
活
動
報
告

　
四
月
一
五
日
（
水
） 

第
一
回

　
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
四
月
二
二
日
（
水
） 

第
二
二
回
　
伊
東
俊
太
郎
著
作
集
を
読
む
会

　
五
月
二
〇
日
（
水
） 
第
二
三
回
　
伊
東
俊
太
郎
著
作
集
を
読
む
会

　
六
月
二
五
日
（
木
） 
第
一
回
　
比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 
 

篠
田
謙
一
（
独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館 

人
類
研

究
部
長
）

　
六
月
一
六
日
（
火
） 

第
二
四
回
　
伊
東
俊
太
郎
著
作
集
を
読
む
会

　
六
月 

『
比
較
文
明
研
究
』
第
二
十
号
の
発
行

　
七
月
一
六
日
（
木
） 

第
二
回
　
比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 
 

木
曽
功
（
内
閣
官
房
参
与
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
）

　
九
月
二
四
日
（
木
）  

第
一
回
　
伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

一
〇
月
二
二
日
（
木
） 

第
三
回
　
比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 
 

欠
端
實
（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
、
比
較
文
明
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

一
〇
月
二
六
日
（
月
） 

第
二
回
　
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

一
一
月
　
九
日
（
月
） 

第
三
回
　
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

一
一
月
二
五
日
（
水
）  

第
二
回
　
伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

一
一
月
二
六
日
（
木
） 

第
四
回

　
比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 

汪
義
翔
（
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

一
二
月
一
七
日
（
木
）  

第
三
回
　
伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　
一
月
二
七
日
（
水
） 

第
四
回
　
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
一
月
二
八
日
（
木
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第
五
回
　
比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 
 

大
澤
真
幸
（
社
会
学
者
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
客
員
教
授
）

　
二
月
一
八
日
（
木
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第
四
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伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
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「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」
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号
（
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八
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三
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〈
論
文
〉

「
周
辺
文
明
」
の
変
動
論
的
考
察

―
序
説
…
…
…
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…
…
…
…
…
神
川　

正
彦

日
本
研
究
と
比
較
文
明
学
…
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…
…
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吉
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道
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ャ
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流
…
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我
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男

　
　

岡
倉
天
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と
タ
ゴ
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ル
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を
中
心
と
し
て

自
然
と
人
為
（
Ⅱ
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
小
田
川
方
子

　
　

初
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リ
ス
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見
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け
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交
流
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…
…
…
…
…
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俊
司

　
　

異
質
な
る
も
の
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融
合
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思
想
に
つ
い
て
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書
評
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小
田
川
方
子
・
欠
端
實
編
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と
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の
深
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と
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史
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世
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…
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ロ
ー
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ル
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保
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俊
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た
先
生
方
に
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
＊

　

本
号
で
は
、
前
号
の
編
集
で
投
稿
論
文
数
が
多
く
、
編
集
費
が
嵩
ん
だ
た
め
収

録
で
き
な
か
っ
た
論
文
二
本
と
既
刊
目
録
と
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
版
の
先
送
り
を
快
く
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
保
坂
俊
司
先
生
と
染
谷
臣
道

先
生
に
は
、
あ
ら
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
十
九
号
か
ら
本
号
に
か
け
て
、
統
一
テ
ー
マ
「
起
源
」
に
関
す
る
講
演
論
文

を
特
集
し
て
き
ま
し
た
。
比
較
文
明
学
の
多
様
な
側
面
を
、
起
源
と
い
う
視
点
か

ら
論
じ
て
い
た
だ
い
た
論
文
は
十
本
に
な
り
ま
し
た
。
本
誌
に
収
録
し
ま
し
た
既

刊
目
録
と
本
号
の
目
次
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
統
一
テ
ー
マ
を
「
文
明
の
出
会
い
と
生
成
」
と

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

本
号
か
ら
、
印
刷
所
が
、
行
人
社
か
ら
菅
原
印
刷
に
変
わ
り
ま
し
た
。
長
い

間
、
大
変
ご
苦
労
頂
き
ま
し
た
行
人
社
さ
ん
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

本
誌
を
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
菅
原
印
刷
さ
ん
も
大
変
丁
寧
な
仕
事
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
は
、
麗
澤
大
学
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設
二
十
周
年
記
念
と
し

て
、
既
刊
目
録
を
入
れ
て
編
集
致
し
ま
し
た
。『
比
較
文
明
研
究
』
は
、
こ
れ
か

ら
も
内
容
豊
か
な
論
文
を
収
録
し
、
世
界
に
情
報
発
信
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（『
比
較
文
明
研
究
』
編
集
長　

立
木
教
夫
）



一
一
三

『
比
較
文
明
研
究
』
第
二
十
一
号
編
集
委
員

編　

集　

長 

立
木　
教
夫

副
編
集
長 

犬
飼　
孝
夫

編
集
委
員 

堀
内　
一
史

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長 

立
木　
教
夫 

（
麗
澤
大
学
特
任
教
授
）

副
セ
ン
タ
ー
長 

犬
飼　
孝
夫 

（
麗
澤
大
学
教
授
）

客
員
教
授 

伊
東
俊
太
郎 

（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

 

大
澤　
真
幸 

（
社
会
学
者
）

 

欠
端　
　
實 

（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
）

 

川
勝　
平
太 

（
静
岡
県
知
事
）

 

川
窪　
啓
資 

（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
）

 

木
曽　
　
功 

（
前
・
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大
使
）

 

ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク　
　
（
明
徳
義
塾
英
語
劇
演
出
家
、
元
・
麗
澤
大
学
教
授
）

 

近
藤　
誠
一 

（
近
藤
文
化
・
外
交
研
究
所
代
表
、
外
務
省
参
与
（
国
連
安
保
理
非
常
任
理
事
国
選

挙
担
当
大
使
））

 

染
谷　
臣
道 

（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

 

所　
　
　
功 

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
、（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
主
幹
（
教
授
））

 

南
淵　
明
宏 

（
医
療
法
人
社
団
冠
心
会
大
崎
病
院
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

 
服
部　
英
二 

（
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）

 
保
坂　
俊
司 

（
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）

 
松
本
亜
沙
子 

（
千
葉
工
業
大
学
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

 

松
本　
亮
三 

（
東
海
大
学
観
光
学
部
長
・
観
光
学
科
教
授
）

 

安
田　
喜
憲 

（
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉

教
授
）

 

吉
澤　
五
郎 
（
ト
イ
ン
ビ
ー
・
地
球
市
民
の
会
特
別
顧
問
、
比
較
文
明
学
会
名
誉
理
事
）

研

究

員 

岩
澤　
知
子 
（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

黒
須　
里
美 

（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

齋
藤　
之
誉 

（
麗
澤
大
学
准
教
授
）

 

竹
内　
啓
二 

（
麗
澤
大
学
教
授
）



一
一
四

 

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
フ　
　
（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

堀
内　
一
史 

（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

宮
下　
和
大 

（
麗
澤
大
学
助
教
）

研
究
協
力
者 

竹
中　
信
介 

（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
人
間
学
研
究
室
研
究
助
手
）

客
員
研
究
員 

汪　
　
義
翔 

（
東
京
理
科
大
学
専
任
講
師
、
麗
澤
大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
）

 

冬
月　
　
律 

（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
科
学
研
究
室
研
究
員
、

外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
）

 

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
シ
ィ
テ
ィ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
テ
ィ
フ　
　
（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
社
会
科
学
研
究
室
研
究
員
）

（
五
十
音
順
）


